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令和２年度も残りわずかとなりました。コロナ禍、大変な1年でしたが、多くの地域の皆
様に支えられながら、充実した教育活動を行うことができました。
特に、地域ネットワーク会の皆様には、朝の見守り活動、伝統芸能指導（棒術・団七踊

り・神楽）、読み聞かせ活動、農業体験学習（米づくり・ゆず栽培）等々、年間をとおして
子どもたちへのご支援をいただきました。大変ありがとうございました。皆様のおかげで
子どもたちは、学校でも地域でも、元気に明るく健やかに１年間を過ごし、心身共に大き
く成長することができました。
来年度も、どうぞよろしくお願いいたします。

【２１５号】

令和２年度の教育活動にご協力いただきありがとうございました。

伝統芸能発表 農業体験学習 朝の見守り活動

読み聞かせ 花いっぱい活動 福寿会との交流



◇ ひのかげっ子◇
☆作文・詩でキラリ☆

○ 甲斐 はな 「雲の海」（宮日新聞「みんなの作文」掲載 R3.2.21）

〇 岩本 ふうか「お父さんとおしゃべり」（宮日新聞「みんなの作文」掲載 R3.2.28）

〇 黒川 もこ 「なぜイカの足は（宮日新聞「若い目」）掲載 R3.3.2）

☆短歌・俳句でキラリ☆

○ １年 原槇 いろは （宮日こども新聞「学園俳壇」掲載）

「いちょうのは ちらちらおちる とばされる」

〇 ３年 岩本 くれは （宮日こども新聞「学園歌壇」掲載）

「雪だるま家族でつくる幸せだ 次は友だち作ってあげよう」

＊新聞掲載Ｒ３ ３／５ 現在 延べ ７９名

【意見発表の様子：学習発表会にて】

←日之影小ホームページはこちらからお入りいただけます。

例年、２月の「町民のつどい」で行われていた「青少年意見発
表会」ですが、今年度は、コロナの影響で、データ放送を使って

の 発表となりました。
本校を代表して、６年生の甲斐ゆめさんが意見発表を行いました。
テーマは、「日之影の雲海」です。
プレゼンテーションを使い、分かりやすく、堂々と発表していま

す。また、ふるさと愛にあふれた内容です。
ぜひ、ご覧になってください。
〇放送時間
１２：２０～、１３：２０～、１４：２０～と１時間ごとに放送

されています。

今日は、ネットワーク会のみなさんにも、わたしたちの学習発表会を見てもらいました。

見守り隊のみなさん、暑い日も寒い日も朝早くから、わたしたちの安全を見守ってくださり、ありが

とうございます。みなさんとあいさつをかわすと、元気が出ます。

読み聞かせボランティアのみなさん、わたしたちに楽しいお話を読んでくださり、うれしいです。い

つも今日は、どんな話かなと楽しみにしています。私は本が大好きになりました。

日之影には、古園棒術や追川団七踊り、神楽などがあります。お兄さん、お姉さんが学び、踊ってい

る姿は、かっこいいです。早く私たちも習いたいです。

子ども教室の先生は、いつも放課後、わたしたちの勉強を見てくれた

り、一緒に遊んでくれたりします。とても優しい先生達です。

このように、わたしたちは、地域の方々にお世話になりながら、大き

くなっています。どうぞこれからもよろしくお願いします。

日之影小を応援してください。

【学習発表会：地域の方々へのお礼の言葉より（代表 ２年生）】




